
BCGの 再接種に關する實験的研究(動 物實験)
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(1)tま し が き

・近年わが國にBCG接 種が急速に普及したが、

それと共にBCGの 再接種が新に大きな問題 とな

つて登場して來た｡こ れについての研究は内外共

に未だ甚だ乏しいので、私は本問題を取 り上げ、

本編に於てBCGの 再接種を、初接種後のツ反磨

が陰性又夢疑陽性となつた動物に封 しで行つた研

究について報告する｡

(2>實 験 方 法

、使用 した動脚は天竺鼠で・その歎は合計301頭

に上つた｡此 等の動物の髄重ぽ寅験期簡中におほ
　

むね増加 した｡BCG接 種 はO.04mg皮 内法 、ッ
を ま ダ へ

反慮 は ソー トンツベルク リン10倍 稀繹 液、24時 間

後判定、焚赤10m皿 以 上 を陽性 とした｡人 型菌

慈 染 はF株 、O.01mg,'左 下 腹部皮下注射に よつた｡

第1毒 實験動物のes分

動 物 群 ㍗BCG接 種 人型菌惑染
げ　ゆ　 　　　　　　　へl

lA1初 接 種.←25週 → 再 接 種 ←10週 → 感染
再接 鱗1

A,搬 穣 ヱ6週→再罐 →、｡週憾 染

婁 照ボ 轟B膿 穆 一5週`→ 感染
封照初接種群C初 養種←10週?感 染

封照非葦種群D感 染

實 験 は結局A{,A?,BC,Dの5群 に分 けて

、行はれた｡そ の條件 は第1表 の通 りで ある｡AI・

A2群 は 何れ もBCG初 接 種後 ツ反 磨が陰性 又
ノ

は疑陽性になった時に再接種を行つ為群で、初接

種後のツ反慮陽轄牽はA叢 群の方がA2群 よりも

かなり高かつた｡

◎ 此等の各群 は夫々2つ に分けて感染後7週 及Pt
14週に解瓢 ・普喉 の講 は佐藤秀三氏灘 よケ

た｡・

つ

、,(3)實 験 成 績

i)ツ ペ ルク リン反慮陽輻率

亀

第i圖BCG接 種後の「ツ」反癒陽轄率曲線

第1圖 に見る様に再接種のA1,A2群 は初接種

のC群 に比べてBCG接 種後のツ反慮陽韓は早

い｡そ してツ反磨陽性率はBCG接 種褒8週 で

最高に運 したが、此の時以後には雨者の間に差は

.認 め られなかつた｡At群 とA2群 との間に も差

は認あ られなかつた｡

ii)BCG接 種局所の反慮#

Be6接 種局所の反慮 としては、第2表 の通 り

先づツ反慮様の獲赤及び硬結が現れ、これは再接

種のAi,A,群 に於ぞ、初接種のC群 に於けるよ

りも明かに強かつた｡そ して初接種のC群 に於て

は2日 後には殆 んど此の反慮が消失 しているが、

9
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第2表BCGO｡04mg皮 内接種による局所嚢

赤の大さ
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第3表 入型結核菌感染局所の反慮
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再接種のAi,A,群 では1～2週 後に痂皮をつ く

うものが相當に見 られ㍗｡Ai群 とA・ 群の聞に

拡此の場合に も大 した差はなかつた｡

iii)人型結核菌感染局所の反懸 ㌔

人型菌感染局所の反磨の強さを局所に生 じた硬

結 め大きさによつて見 ると、第3表 の様に感染後

4週 に於ては再接種のA1,A2群 力撮 も強い反磨

を示 して居 り、初接種のC群 もこれに殆んど劣ら

す、非再接種のB群 が これに次ぎ、BCGを 接種
ま

せ ぬD群 は最 も弱い友鷹を示 していた｡然 し2週

後には反慮は進行 して各群間の齢は不明瞭になつ

て 來ている◇
9
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第2圃 感染後7週 の解剖脈見
き

i▽)人 型結核菌感染防禦作用 ㌧

・人型齢 染後の結灘 艘 の程度は感染後 糎

の剖検所見(第2圖)に よつて も・また感染後1鰯

の剖瞼所見によつて も、BCGを 接種したA,,

A2,BiC舞 に於て、BCGを 接種 していないD

群セ『比べて明かに聾いが・BCGを 接種 した此等

幽一一20_



各群の間には差は見 ることが出來なかつた｡
轡〆

k(4)総 括
,

メ

BCGの 再接種後ツ反慮が陰性又は疑陽性とな'

つた天竺鼠に・BCGを 再接種 したとこる初接種
驚 ◎

ノ 第2編

5の 再接種 につ いて

1

(1)は し が き

ま

の動物に比ぺてツ反磨の陽鱒は早 く、接種局所の

愛化は強かつた｡人 型結核菌に封する反鷹は初め

は強かつたが後には差は不明瞭となつた◎感染防

禦作用は明かに認められたが、初接種又は非再接

種の揚合と比べて著 しい差はなかつた｡
霧

BCGの 初接種 に よ りツベル ク リン反慮陽性の動物

第1編 の後を受けて本編ではBCG初 接種後ツ

反慮が彊陽性 となつた時に再接種 を行つた動物實

験について報告する｡

(2)竃 験 方 法k

使用 した動物は前編 と同じに天竺鼠で、その頭
ダ

数は合計162頭 であった｡
'

實験動物は此の度は第1表 のや うに4群 に分け

た｡剖 検は各群共2つ に分昭けて感染後8週 及び16
ゆ み き む

週に行ったが、その他の 手 技 は前編 と同じであ

第 ■表 實験動物の颪分
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る6術 本編第2同 解剖動物につV・ては結核研究所

岩崎龍郎氏の御協力を得て病理解剖學的検査 を行

うことが出來た｡、

(3)el實 験 成 績

i)ツ ベルクリン反慮

再接種 したA群 のツ反磨陽性率 は 再 接 種 しな

いB群 よ訟もその後高 くなつ9e(第 ユ圖)｡

ii)BCG接 種局所の反慮 一

豆CG接 種隔所の反慮の強さを接種局部の硬結

の大さによつて判定すると、第2表 に見るや うに、

接種後1週 では再接種 したA群 の局所反慮は初接

種のC群 よりも明かに強 く、また接種時にツ反慮

の強かつた動物ほど接種局所の反慮 も強かつた◎

第2表BCG接 種時局所墾化
y(再 叉は初接種後8日 日)
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iii)人 型結核菌感染局所の反態 ・ .

人型結核菌感染局所の反慮の強さを局所に硬結

を生 じたものの割合を以つて見ると、第 乾表のや

うに感染後1週 に於ては再接種のA群 の塚慮が最

強で、封照非再接種のB群 及び繋照初接種のC群
む

が これに次ぎ、BCG非 接種のD群 の反慮が最 も

弱)減 然し感染後2週 には各群闇の差は明かでな

くなつた｡
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第6表 入型結核菌感染局所の反慮

所の硬結
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第2固 感染後8遍 の解剖所見
'

の 人型結核菌感染防禦作用

感染後8週(第2圖)及 び16週 の剖楡所見は、B

CGを 接種したA,B,Cの 各群何れに於ても、

BCG非 接twqsfD群 に比べて病憂は明かに輕かつ'

たが、A,B,C各 群間の差は認められなかつた｡

▽)病 理解剖學的所見 φ

局所淋巴腺たる左膝襲淋巴腺はBCG非 接種6

D群 では淋巴腺全髄にわたつて軟化が多 く、軟化

竈が皮膚か ら外部に破れた ものが多 く、また軟化

が あつて も腺の全盤にひろがつた ものはなく、外

・.部への破かい も少ない｡淋 巴腺周園炎 もB伽G非

接種のD群 では発周園に及ぶが再接種のA群 では
nt部 を礎す揚合がある｡A群 では肉眼的に全 く塑

化の見 られぬものが敬例あ り、また攣化のあるも

ので も結節の数は少な く、結節中心部の乾酪攣性

は殆んどない｡D群 では大きい結節が多数 にみ

り、結節中心部の乾酪憂性 も屡 二見 られた｡そ の

他、脾、肝、氣管腺、門脈腺の攣化を合せて見る

と、A群 の病攣が最 も輕 く、D群 が最 も重 く、B

C群 μ その中聞にあることが確められた・

(4)総 括"

ル る

BCG初 接種後ツ反慮が強陽性になつた動物に

BCGの 再接種を行つたところ、再接種後のツ反

慮陽性率は再接種L厳V・ 動物 よりも高 く、BC6

接種局所の反慮は初接種の動物に比べて強く、ま

たその人型菌感染局所の反慮はBCGを 接種せぬ

動物 よりも強 く、非再接種叉は初接種動物はこれ

らの中間であつた｡

(5)感 染防禦力と感染局所の反鷹につ

いての考察

肉眼的剖槍所見 と病理解剖 學 的 所 見 との相蓮

は、結局前の方法が後の方法ほどに精細ではない

爲と思はれる｡ま た病理學的所見 と人型菌感染局
欝所の反慮の強さを見 ると

、此の聞には平行關係が、

認め られる｡恐 らく人型菌感染局所の反慮の強さ

と感染防禦作用は∠P行するものと思はれる｡此 の

・ことを基にして第1編 、第2編 をまとめて結論す

れぱ次の通 夢である｡
ゴ や

ゆ

｡,(6)第1編 、第2編 の結び

BCGの 再接種はツ反慮が陰性又は疑陽性とな

つた時に行つた揚合にも、また陽性の時に行つた

揚合に も・初接種の時 よりも騨 局 所 反 慮 を示

し、また人型結核菌に封する感染防禦作用 を増彊

す る｡
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